
避難場所名
旭改良住宅
総合福祉センター
コーディアルタウン旭橋
ヤマダ電機・ビッグハウス旭町店
ホテルクラウンヒルズ釧路
フィッシャーマンズワーフＭＯＯ
ＡＮＡクラウンプラザホテル釧路
市役所本庁舎
市役所防災庁舎
釧路ロイヤルイン
釧路プリンスホテル
釧路地方合同庁舎
道営住宅であえーる幸団地
中央小学校
釧路ガス
マリントポス ( 水産センター )
浜町ポンプ場

避難場所名
北中学校
公営住宅春日ヴィレッジ ( いちい )
公営住宅春日ヴィレッジ ( さくら )
公営住宅春日ヴィレッジ ( ぽぷら )
公営住宅春日ヴィレッジ ( かえで )
北海道職員住宅RC-96-1
北海道職員住宅RC-97-1
北海道職員住宅RC-98-1
青葉小学校
公営住宅新川団地 (S-2)
公営住宅新川団地 (S-3)
公営住宅新川団地 (S-4)
公営住宅新川団地 (S-5)
駒場団地 (S7)
駒場団地 (S8)
ラスティングホテル
道営住宅川北団地D34号棟
新川北団地わかば
新川北団地ふたば
釧路製作所
共栄小学校
共栄中学校
柳町スピードスケート場
コーチャンフォー釧路文化ホール ( 市民文化会館 )

避難場所名
光陽小学校
江南高等学校
景雲中学校
古川下水終末処理場
愛国小学校
明輝高等学校
芦野小学校
釧路公立大学
北海道職員住宅RC-94-4
北海道職員住宅双鶴寮
釧路中央 IC避難高台広場
中部地区コミュニティセンター ( コアかがやき )
美原小学校
美原中学校
ウインドヒル釧路アリーナ ( 湿原の風アリーナ )

防災だより「赤色灯｣令和６年１０月１日発行 ⑴⑷ 防災だより「赤色灯｣ 令和６年１０月１日発行

赤色灯の淵源
『自分たちの街は自分たちの手で守る』という住民自治の基本理
念を掲げ、平成元年の発刊以来地域住民一人ひとりの防災意識
の向上を目的に広報紙赤色灯を発行してまいりました。今後と
も市民の皆さんが安全に暮らし安心して子育てができる街づく
りの実現に向け活動してまいります。

「赤色灯」は防火・防災パークゴルフ大会、防火ダンスの
益金等で発行しています。

発行釧路市中央地域自主防災組織等協議会

問合せ先　〈事務局〉釧路市南浜町４番８号
　　　　　釧路市中央消防署 予防広報査察担当 TEL.23－0430

えんげん

防災だより

第53号

「大津波警報」一時避難場所を確認しましょう！
☆普段、目にするところに張っておきましょう！

（令和６年９月末現在）

こちらの二次元コードでも随時確認できます。
【釧路市ホームページの「大津波警報」津波一時避難場所一覧表を参照掲載】

避難対象地域

橋北地区

避難対象地域

鉄北地区

避難対象地域

愛国地区

住所
旭町12
旭町 12-3
旭町 24
川上町 8-8
北大通 13-1-14
錦町 2-4
錦町 3-7
黒金町 7-5
黒金町 8-2
黒金町 14-9-2
幸町 7-1
幸町 10-3
幸町 13-2-4
寿 1-2-16
寿 4-1-2
浜町 3-18
浜町 6-6

住所
喜多町1-23
春日町 7
春日町 7
春日町 7
春日町 7
若竹町 5
若竹町 5
若竹町 5
新川町 3-7
新川町 17
新川町 17
新川町 17
新川町 17
駒場町 11
駒場町 11
若松町 3-3
川北町 1
川北町 2
川北町 4-67
川北町 9-19
双葉町 4-17
花園町 9-40
柳町 1-1
治水町 12-10

住所
光陽町15-17
光陽町 24-17
東川町 16-1
古川町 7-4
愛国西 1-25
愛国西 1-38
芦野 1-13
芦野 4-1-1
文苑 1-27-2
文苑 1-27-20
愛国 191　地先
愛国191-5511
美原 4-2-38
美原 4-7-1
広里 18

避難箇所
4～ 9F
3～ 4F
4～ 10Ｆ
3F
10F
4～ 5F
3～ 5F
3～ 5F
3～ 5F、屋上
10～ 11F
3F、5F
3～ 9F
3～ 12F
3F
3F
展望台、3F屋上
屋上

避難箇所
3～ 4F
3～ 5F
3～ 5F
3～ 9F
3～ 9F
3～ 4F
3～ 4F
3～ 4F
3F
3～ 8F
3～ 7F
3～ 8F
3～ 7F
4～ 8F
4～ 7F
3～ 8F
4～ 5F( 廊下 )
3 ～ 5F
3～ 5F、屋上
3F
3F、屋上
2～ 3F
2F
2～ 3F

避難箇所
2～ 3F
3～ 4F
2～ 4F
2～ 3F
2～ 3F
3～ 4F
2～ 3F
1～ 4F
2～ 3F
2～ 3F、屋上
屋外 ( 高台 )
1 ～ 2F
1～ 3F
1～ 3F
1～ 3F

危機感を行動に

日本海溝や千島海溝でM9クラスの巨大地震が発生した

場合、太平洋側東部で最大20メートルを超える巨大
津波が押し寄せると想定されています。

道の推計で、最も被害が大きいのは

「冬の夕方」の発生で、早期の避難ができなかった
場合です。

釧路市では人口の半数を超える8万4千人が死亡する
と想定されています。

　冬は津波から逃れたとしても屋外で長時間寒さにさら

されることで、低体温症になり、死亡するおそれがあ
ります。

　道は「早い避難」をすることで死者を5割から9割
減らすことが出来るとしています。


